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論文分析の広がり 
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分析の情報源として、論文活用が注目を集めている！ 

 目的 
 

 

• 技術俯瞰（マクロ分析、ホワイトスペース探し）政府・大企業 
 

• 研究力評価（大学評価、他校ベンチマーク）大学 
 

• 特定技術の動向調査（SWOT分析、時系列変化）企業・大学 
 

• 新規研究テーマの発掘（他業種展開の検討）企業Ｒ＆Ｄ 
 

• パートナー探索（次世代ＫＯＬ、共同研究）製薬企業、企業Ｒ＆Ｄ 

従来から、大学では主に引用情報による研究評価が、企業では主に特許分析に
よる特定技術の動向調査がよく行われている。最近は、分析の対象や手法を広げ
ようとする動きが活発になっている。 



特許情報と論文情報の違い 
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論文情報 特許情報 

性 格 
客観的な検証データに基づいた新しい知見
を提示し、既存の科学技術に寄与するため
の技術文書 

産業上有用で、かつ新規性と進歩性がある
ことを示し、一定期間の独占的な権利を請
求するための技術文書 

目 的 
研究者や所属機関の評価・名声 
（論文の質と数は、研究者や所属機関を
評価する指標の一つ） 

独占的な使用権を得る、あるいは独占的な
使用権を他者に取られないようにする 

公 開 
出版物やインターネット等を通じて、出版社
や学協会、機関レポジトリ等がそれぞれに公
開（有償・無償） 

特許公報などで、特許庁により公開（無
償） 

検索･入手
方法 

・雑誌/電子ジャーナルの購読 
・ドキュメントデリバリサービス 
・商用データベース 
・公的機関データベース 
・インターネット検索 

・商用データベース 
・特許庁データベース 
・インターネット検索 

タイムラグ 投稿から1年未満が多い 原則として、出願から１8か月後 

著者/発明
者 大学や公的研究機関が比較的多い 企業が比較的多い 
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JDreamⅢ を利用した分析 
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分析対象コンテンツ 
JDreamⅢは、国内･海外の科学技術と医学薬学関係の文献情報（約15,000誌）
の書誌・抄録・索引情報を収録しています。約5,000誌が海外誌、10,000誌が国内
誌です。国内・海外を問わず、日本語の抄録と人手による索引が付けられている点が 
大きな特長です。 

ファイル 収録情報 収録年代 収録件数 

JSTPlus 世界50数カ国から科学技術（医学・薬学を含
む）全分野に関する文献情報を収録。 1981年4月～ 約2,722万件 

JST7580 世界50数カ国から科学技術（医学・薬学を含
む）全分野に関する過去の文献情報を収録。 

1975年4月～ 
1981年3月 約214万件 

JMEDPlus 
国内発行の資料から医学、薬学、歯科学、看
護学、生物科学、獣医学等に関する文献情報
を収録。JMEDPlusの約3割がJSTPlusと重複。 

1981年4月～ 約775万件 
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索 引  

抄 録 

書誌情報 

タイトル 

JDreamⅢ データサンプル 

著者ＩＤ 
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JDreamⅢ データサンプル 
ダウンロードデータ（タブ区切り形式） 
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JDreamⅢの分析例 
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JDreamⅢの分析例 
テーマ： ノーベル賞を受賞された大村智先生の研究活動 

「線虫の寄生によって引き起こされる感染症に対する新たな治療法に関する発見」で、２０
１５年ノーベル生理学・医学賞を受賞決定。 
 
大村教授は、静岡県の土壌より放射菌を発見し、米国メルク社との共同研究で１９７９年に
この放射菌が生産する抗寄生虫薬エバーメクチンおよびジヒドロ誘導体を発見・開発した。
１９８５年には世界で初めて遺伝子操作による新しい抗生物質を創製し、微生物創薬の礎を
築いた。（北里大学ＨＰより引用） 

検索条件： 

データベース： JSTPlus, JMedPlus（2015年度第26週追加データまで） 
検索式：  200901100338920922/AUID 
対象件数： 1,517件 
 
※AUID – 著者ID（著者名と機関名から予備検索し、予め著者IDを特定） 
 
 
 
 
可視化ツールは、Open Knowledge Viewerを使用 
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大村先生の研究活動 

発行年ごとの文献数推移（内訳：発行国） 

１９９３年頃から発表数が急増。その後、現在にいたるまで精力的に活動されている。 
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発行年ごとの文献数推移（内訳：発行国） ~ 原著論文と言語 

主に、日本で発行される雑誌に英語で投稿。（大部分が「The Journal of Antibiotecs」 
：日本抗生物質学術協議会発行） 

 
大村先生の研究活動 

原著論文に絞り込み 

使用言語の割合 

英語 
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大村先生と関係が深いキーマン候補の探索 ~ 最近１０年間 

 
大村先生の研究活動 

大村 名誉教授 

砂塚 教授 

塩見 教授 

岩月 講師 
供田 教授 

増間 准教授 

NISHIHARA 
‐TSUKASHIMA  

研究員 

乙黒 センター長（基礎研究所） 石山 研究員 

高橋 教授 

山田 名誉教授 

野中 助教 
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研究キーワードの推移 ~ エントリー＆リタイア 

 
大村先生の研究活動 

発行年 → 
 

↓ キーワード 
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主要な研究キーワードの推移 ~ エントリー＆リタイア 

 
大村先生の研究活動 

キーワード 1981-85 1986-90 1991-95 1996-00 2001-05 2006-10 2011-15 合計 /AL 出現頻度 スコア
抗生物質 16 23 34 20 17 13 4 129 320,011       0.040% 5.2          
酵素阻害剤 4 4 33 28 16 15 9 110 256,767       0.043% 4.7          
分子構造 5 9 18 25 14 9 11 95 1,029,613     0.009% 0.9          
Streptomyces 8 18 26 13 11 9 4 93 20,871         0.446% 41.4         
ラクトン 1 9 15 14 15 9 9 74 282,118       0.026% 1.9          
抗生物質発酵 7 10 26 17 7 4 0 71 4,490           1.581% 112.3       
窒素複素環化合物 4 9 15 15 9 9 5 66 1,577,056     0.004% 0.3          
酸素複素環化合物 3 12 18 15 4 4 5 62 878,830       0.007% 0.4          
芳香族縮合化合物 1 9 14 11 10 11 4 61 1,035,978     0.006% 0.4          
抗生物質産生菌 9 15 11 6 6 4 0 51 4,113           1.240% 63.2         
抗細菌作用 5 12 9 9 2 6 4 47 54,065         0.087% 4.1          
培養細胞 0 4 11 11 12 4 4 46 427,233       0.011% 0.5          
Penicillium 0 2 10 13 2 8 6 42 10,605         0.396% 16.6         
NMR【磁気共鳴】 3 5 13 7 3 4 5 42 347,423       0.012% 0.5          
脂環式化合物 1 6 11 9 6 5 1 40 837,181       0.005% 0.2          
炭素13NMR 0 4 12 14 4 2 3 39 89,651         0.044% 1.7          
陽子磁気共鳴 0 3 11 13 3 6 3 39 160,209       0.024% 0.9          
大環状化合物 1 7 3 7 8 6 6 39 202,548       0.019% 0.8          
マウス 2 7 4 11 6 5 4 39 636,809       0.006% 0.2          
代謝産物 1 2 1 8 10 10 5 37 139,510       0.027% 1.0          
脂肪族カルボン酸 4 7 5 10 2 8 1 37 1,068,583     0.003% 0.1          
マクロライド系抗生物質 1 7 5 13 8 1 0 36 39,407         0.091% 3.3          
カルボアミド 5 9 6 5 6 3 2 36 746,910       0.005% 0.2          
構造活性相関 0 3 7 14 4 2 4 34 75,218         0.045% 1.5          
生物分類 4 7 2 4 8 6 1 32 64,064         0.050% 1.6          
細胞毒性 0 4 6 10 3 6 3 32 87,065         0.037% 1.2          
生合成 2 3 9 5 4 5 2 32 360,270       0.009% 0.3          
オレフィン化合物 0 6 13 6 4 3 0 32 1,214,321     0.003% 0.1          
ピラノシド 1 5 4 4 6 6 4 31 339,373       0.009% 0.3          
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JDreamⅢ分析の新しい提案 
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分析用ダウンロードのご利用条件 

 現在 
 

 

• JDreamⅢのデータを情報解析ツールに取り込む際、通常ご契約
と別に、「ダウンロードデータ利用のお申込み」が必要 
 

  ⇒特に件数が少ない場合、段階的に試しながら分析を進めたい時などに手続きが面倒 
 

 今後 
 

• 現在のご契約の範囲内で、JDreamⅢダウンロードデータを情報
解析ツールに取り込むことを可能に 
 

  ⇒対象契約は、従量料金プランと、ビジネス固定プラン（企業向け） 
  ⇒ダウンロードデータをネットワークでシェアする場合や、上記を超えて複製する場合は、 
   別途、「複製・再配布／ネットワーク利用料金」が必要 

お客様の声にお応えして、ご利用条件を緩和 １２月予定 
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分析用追加データ① 

 現在 
 

 

• 著者の所属機関名の表記が、まちまちで統制されていない。 
 

  ⇒機関名の分析には、名寄せ作業に相当な手間がかかる。 
 

 今後 
 

• 機関ＩＤがダウンロード可能に（タブ区切り形式） 
 

  ⇒同一機関を同定するためにＪＳＴが各レコードに付与した機関ＩＤを活用することで、 
  名寄せ作業が軽減できます。（完全なものではありません） 

分析用データに、機関ＩＤを追加 ４月予定 
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分析用追加データ② 

 現在 
 

 

• JDreamⅢに引用情報がない。 
 

  ⇒被引用文献数で、文献の重みづけを行うことができない。 
 

 今後 
 

• 引用数、被引用数をダウンロード可能に（タブ区切り形式） 

分析用データに、引用数・被引用数を追加 ４月予定 
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汎用可視化ツールのご提供 

価格： ３８万円／１ライセンス 
 
 
＜注意事項＞ 
 1) 本製品は、株式会社ユンツの製品です。株式会社ジー・サーチが代理店として販売いたします。 
 2) 1ライセンスは、ローカル環境のコンピュータ1台にインストールして使用します。複数台のコンピュータで 

利用する場合は、コンピュータ数に応じたライセンスが必要です。 
 3) 本製品のご利用には、Microsoft Windows Vista以降およびJava 7/8が必要です。 
 4) 本製品の保守サービスはありません。但し、ライセンス所有者はオンラインユーザサポートサイトより 

更新プログラムを入手することができます。 
 
※詳細は、下記までお問い合わせください 
☞  株式会社ジー・サーチ  JDreamⅢヘルプデスク 
 gsh-jd-help@cs.jp.fujitsu.com 

CSVデータなら何でも簡単に可視化できるお手軽ツール 
「Open Knowledge Viewer」 



ご参考）分析・可視化ツールのご紹介 

NRIサイバーパテント株式会社 

株式会社NTTデータ数理システム 

VALUENEX株式会社 

JDreamⅢ文献情報を対象とした分析や可視化は、各機関が提供する多様な製品や
サービスからご利用いただけます。 
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インパテック株式会社 

日本パテントデータサービス株式会社 
ワイズ特許サービス株式会社 
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株式会社レイテック 
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